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Abstract 
He will give a lection on "psychosemantics"; a big issue in 

philosophy in relation to projection science. 
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1. 概要	
 
	
 	
 認知科学はこれまで，外部からの入力が

どのように処理，貯蔵，利用されるかを主

に研究してきたが，人は作り上げた表象を

もう一度自らの外に投射＝プロジェクショ

ンする．しかし，このような過程はプロジ

ェクション・サイエンスの専売ではない．心

的表象がいかにして世界の中の何かを「意

味する」ことができるのか，というのは哲

学の大問題で，psychosemantics と呼ばれ
ている．本講演では，この問題について論

ずる．  
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